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　令和元年東日本台風災害は、長野市がこれまでに経験したことのな

い甚大な災害となりました。令和元年10月12日から13日にかけて、

市内に初めてとなる大雨特別警報が発表される中、本市を襲った記録

的な大雨は、堤防の決壊や越水、内水氾濫など甚大な浸水被害、土砂

災害等を引き起こしました。

　この災害により、かけがえのない尊い命が失われ、発災直後には6

千人を超える方々が避難をしました。

　改めて犠牲となられました方々に謹んで哀悼の意を表しますととも

に、被災された多くの皆様に心からお見舞いを申し上げます。

　浸水等により全壊した住家約900棟をはじめ、大規模半壊、半壊、一部損壊を含めて4,000棟を超える

甚大なものとなり、道路や電気、上下水道などの社会インフラも被災しました。また、農地や事業所も被

災し、農業や商工業等は深刻な打撃を受けました。さらに、大量に発生した災害廃棄物や堆積した土砂は、

復旧・復興への大きな課題となりました。

　こうした中、災害発生直後から、自衛隊、警察、消防、医療関係者等と懸命の救助活動や捜索活動を実

施するとともに、避難所における被災者の支援や、河川等の応急復旧、災害廃棄物や土砂の処理等に、国・

県、全国の自治体等の関係機関などと連携して取り組みました。

　この間、自衛隊や警察、消防、医療関係者、国の関係省庁や全国の自治体等の関係機関、市内・県内は

もとより全国から駆けつけてくださったボランティアの皆様、そして自身が被災しながらも救助等に当た

られた地域の皆様、更には義援金等をお寄せいただきました方々など、実に多くの皆様方に温かな多大な

るご支援を賜りました。ここに改めて心からお礼を申し上げます。誠にありがとうございました。

　発災から2か月が経過した後は、応急対応から本格的な復旧・復興への移行を見据え、新たに災害復興

本部を設置するとともに、令和2年4月には「長野市災害復興計画」を策定し、復興への道筋を示して、市

の総力を挙げて取組を進めてきたところです。

　これまでのところ、復旧・復興は災害復興計画に沿って概ね順調に進んでいますが、今なお応急仮設住

宅にお住まいで、住宅再建の方向性が決まらない方もおられます。被災された皆様が一日も早く安定した

住まいで新たな生活を始められ、穏やかな日常を取り戻すことができるよう、引き続き被災者に寄り添っ

た支援とともに、地域及び本市の復興に全力を尽くす決意です。

　この記録誌は、この災害を記憶にとどめ、その教訓を風化させることなく後世に伝え、今後起こり得る

災害時の対応や危機管理、住民等の防災意識の更なる向上につなげることを目的に取りまとめました。

　本誌の発刊が、自助・共助・公助にわたる取組を更に推し進める契機となり、より災害に強い長野市を

実現する一助となることを祈念いたします。

　最後に、編集にご協力いただきました関係各位に深く感謝申し上げます。

　令和3年3月� 長野市長　

はじめに
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上空から見た令和元年10月13日朝の長沼地区、画面中央に千曲川堤防の決壊箇所が見え、住宅、果樹園、学校、工業団地、国道18号と沿線の商店も水に覆われた
（10時40分撮影）
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6令和元年10月13日08時16分、冠水した穂保（長沼地区）の住宅地を上空から警戒する自衛隊ヘリ（共同通信社提供）
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復旧工事が急ピッチで進む穂保（長沼地区）の千曲川堤防の決壊現場
（令和元年10月15日10時17分、信濃毎日新聞社提供）

穂保（長沼地区）の千曲川堤防を越える水（令
和元年10月13日、国交省北陸地方整備局提供）
❶13日00時55分❷13日01時10分❸13日02時
15分、この後撮影できなくなった

令和元年10月13日07時24分、多くの車両が水に浸かった赤沼（長沼地区）の長野新幹線車両センター（信濃毎日新聞社提供）
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9令和元年10月13日の長沼・豊野地区の航空写真（国土地理院が測量用航空機で13日11時39分に撮影した画像、国土地理院のウェブサイトより作成）



10令和元年10月13日10時頃の下駒沢（古里地区）の長野県立総合リハビリテーションセンター、この後更に水が増え正午頃ピークに達した

国道18号（アップルライン）沿いの農産物直売所アグリながぬま
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国道18号（アップルライン）沿いに広がる収穫直前のりんご畑は水で覆われ、水が引いた後には大量に流されてきた土砂と災害ごみが残された
（写真は豊野地区）

水に浸った豊野地区の住宅街（令和元年10月13日09時30分）



12松代、ロイヤルホテル長野前の国道403号（令和元年10月13日）

令和元年10月13日06時20分、松代城、千曲川上流方面をドローンで撮影



13電柱が倒れ土砂が流入した県道長野菅平線、若穂保科の持者集落付近（令和元年10月13日08時15分、信濃毎日新聞社提供）

篠ノ井塩崎でポンプによる排水作業（令和元年10月13日12時17分、信濃毎日新聞社提供）



14住宅に取り残された人をボートで救出する消防隊（令和元年10月13日、豊野地区）

令和元年10月13日13時03分、浸水した下駒沢（古里地区）の長野県立総合リハビリ
テーションセンターから患者を救出（信濃毎日新聞社提供）

大町（長沼地区）で自衛隊のヘリコプターによる救助活動
（令和元年10月13日10時28分、信濃毎日新聞社提供）
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令和元年10月20日、北部スポーツ・レクリエーションパークを訪れ、被災者を励ます安倍晋三首相（当時）

飲料や食料をはじめ毛布、衣料品など全国から届いた救援物資
赤沼区公会堂（長沼地区）には被災者が自由に持っていけるように支
援物資が置かれていた（令和元年11月29日）



16津野（長沼地区）でがれきや泥を片付ける住民たち（令和元年10月17日、信濃毎日新聞社提供）
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長野市指定の仮置場となった赤沼公園に積まれた災害ごみを
分別する自衛隊とボランティア（令和元年11月2日）

りんご畑で泥をかき出す農業再生復興ボランティアの参加者
（令和元年11月14日、信濃毎日新聞社提供）

全国から駆け付けたボランティア（北部災害ボランティアセンターりんごサテライト、令和元年11月4日「災害NGO結」提供）
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